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こ
と
を
し
め
し
て
い
る
ｃ

北
里
本
「
翻
訳
断
毒
論
」
の
大
尾
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
近
刊
案
内
が
ふ

さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
書
続
編
と
も
に
全
部
と
な
し
て
発
刊
す
べ
き
を
、

…
…
知
己
の
す
す
め
い
な
み
が
た
く
先
こ
の
三
巻
を
前
編
と
せ
り
」
と

あ
っ
て
、
一
日
で
も
早
く
刊
行
し
て
非
命
に
た
お
れ
る
人
を
す
ぐ
な
く

し
た
い
と
の
意
図
で
、
「
断
毒
論
」
（
二
冊
）
と
『
翻
訳
断
毒
論
」
を
あ

わ
せ
た
三
冊
を
一
括
し
て
発
刊
し
た
と
い
う
。

一
方
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
に
の
る
「
割
印
帳
」
に
は
、

〈
文
化
八
年
未
六
月
二
五
日
割
印
〉

行
事
（
省
略
）

文
化
七
庚
午
年
八
月

断
毒
論
全
三
冊
橋
本
保
節
著
版
元
売
出
西
村
源
六

墨
付
百
壱
丁
松
本
平
助

と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
三
冊
本
と
し
て
文
化
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
こ
と

を
し
め
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
た
つ
と
、
封
面
あ
る
い
は
扉
、
序
文
は
『
断
毒

諭
天
」
に
は
あ
る
が
、
「
断
毒
論
地
」
や
『
翻
訳
断
毒
論
」
に
は
欠

け
て
お
り
、
一
方
刊
記
は
『
翻
訳
断
毒
論
』
の
み
に
見
ら
れ
る
状
況
は

容
易
に
理
解
で
き
る
。
よ
っ
て
『
翻
訳
断
毒
論
」
の
末
尾
に
し
る
さ
れ

た
「
文
化
七
庚
午
八
月
朔
」
（
山
崎
本
）
、
あ
る
い
は
「
文
化
辛
未
秋
発
党
」

（
北
里
本
）
を
も
っ
て
「
断
毒
論
」
三
巻
の
刊
行
年
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

さ
ら
に
厳
密
に
表
記
す
る
な
ら
ば
、
「
文
化
七
年
刊
」
あ
る
い
は
「
文
化

七
年
刊
・
文
化
八
年
修
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

伯
寿
は
「
断
毒
論
」
を
当
初
四
冊
本
と
し
て
発
刊
す
る
意
図
を
も
つ

て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
五
冊
本
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
第
四
冊
目
の

「
断
毒
論
」
と
し
て
「
続
翻
訳
断
毒
論
」
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
ｌ

ｌ
山
崎
本
「
断
毒
論
」
の
巻
末
に
『
続
翻
訳
断
毒
論
」
に
つ
い
て
「
嗣

刻
」
と
あ
る
Ｉ
が
、
お
お
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
「
続
編
」

だ
け
で
な
く
、
通
読
に
便
利
な
二
冊
本
と
し
て
発
刊
す
る
方
策
を
と
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
際
書
名
は
『
国
字
断
毒
論
』
、
『
国
字
断
毒
論

附
録
』
と
改
変
さ
れ
た
。

し
か
し
『
国
字
断
毒
論
』
の
二
丁
以
下
は
「
翻
訳
断
毒
論
』
の
版
木

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
の
で
、
版
心
題
も
尾
題
も
「
翻
訳
断
毒
論
」
と

い
う
書
名
が
の
こ
る
と
い
う
無
様
な
刊
本
が
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
『
国
字
断
毒
論
」
の
巻
末
に
あ
る
「
文
化
七
庚

午
八
月
朔
」
の
刊
記
は
信
用
で
き
な
い
。
入
れ
木
に
よ
っ
て
修
正
し
た

北
里
本
の
「
文
化
十
一
年
甲
戌
秋
七
月
」
の
刊
記
か
ら
、
本
書
が
文
化

十
一
年
に
発
刊
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に
北
里
本
の
披
見
を
ゆ
る
さ
れ
、
か
つ
ご
懇
篤
な
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
北
里
研
究
所
医
史
学
研
究
室
小
曽
戸
洋
先
生
、
町
泉
寿
郎

先
生
に
感
謝
す
る
。
（
平
成
十
二
年
四
月
例
会
）

小
曽
戸
洋

中
国
伝
統
本
草
の
特
徴
の
一
つ
に
薬
物
の
配
合
（
複
合
）
を
重
視
す
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
に
よ
っ
て
中
国
伝
統
医
学
で
は
単
味

火
薬
の
発
明
と
中
国
伝
統
医
薬
学
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の
薬
物
は
一
素
材
で
あ
り
、
実
際
の
治
療
は
複
合
薬
剤
で
行
う
処
方
学

が
発
達
し
た
。
西
洋
の
薬
学
が
、
単
味
の
薬
物
か
ら
、
よ
り
純
粋
な
単

一
化
学
物
質
の
抽
出
へ
と
進
ん
だ
こ
と
と
は
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
。

硝
石
・
硫
黄
・
木
炭
の
配
合
か
ら
な
る
黒
色
火
薬
の
発
明
も
、
こ
う
い

っ
た
中
国
な
ら
で
は
の
薬
学
の
過
程
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

火
薬
は
中
国
四
大
発
明
の
一
つ
と
さ
れ
、
古
来
、
軍
用
（
武
器
）
、
工

業
用
、
あ
る
い
は
娯
楽
（
花
火
）
に
応
用
さ
れ
、
人
類
の
文
化
文
明
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
物
質
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
発
明
（
発
見
）
の
経
緯

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
諸
説
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
定

の
見
解
に
達
し
て
い
な
い
。
以
下
、
黒
色
火
薬
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て

再
検
証
を
行
い
、
そ
れ
が
医
薬
（
神
仙
）
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
も
概
観
す
る
。

黒
色
火
薬
は
硝
石
と
硫
黄
と
木
炭
と
を
一
定
の
割
合
で
混
合
し
た
急

激
燃
焼
物
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
担
う
硝
石

は
本
来
は
消
石
と
書
か
れ
、
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
「
五
十
二
病
方
」
（
梢

石
）
、
「
神
農
本
草
経
」
、
武
威
医
簡
な
ど
で
治
療
薬
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。
異
名
品
ま
た
は
類
品
に
芒
消
、
朴
消
が
あ
り
、
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
・

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
の
比

定
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
略
そ
う
。
梁
の
陶
弘
景
が
「
本

草
経
集
注
」
で
消
石
の
燃
焼
性
（
カ
リ
ウ
ム
炎
色
反
応
）
を
指
摘
す
る
ご

と
く
、
黒
色
火
薬
に
用
い
ら
れ
る
硝
石
は
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
で
あ
る
。
硫

黄
（
イ
オ
ウ
．
Ｓ
）
は
本
来
は
流
黄
と
書
か
れ
、
こ
れ
も
「
神
農
本
草
経
』

収
載
の
薬
物
で
あ
る
。

こ
の
黒
色
火
薬
の
製
法
は
、
道
家
の
不
老
長
寿
を
め
ざ
し
た
煉
丹
術

の
経
験
の
中
か
ら
偶
然
に
知
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
抱
朴
子
」
仙
薬
篇

の
雄
黄
餌
服
之
法
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
む
き
も
あ
る
が
、
爆
燃
性
は

ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
初
唐
の
名
医
・
孫
思
迩
を
そ
の
発
見
者
に
擬
す

る
説
も
あ
る
。
こ
れ
は
『
正
統
道
蔵
』
洞
神
部
衆
術
類
所
収
の
『
諸
家

神
品
丹
経
』
（
宋
・
孟
要
甫
）
の
伏
火
硫
黄
法
に
硝
石
・
硫
黄
・
皀
角
子
（
植

物
薬
川
炭
素
）
を
火
で
安
全
に
処
理
す
る
処
方
が
み
え
、
同
法
は
『
孫
真

人
丹
経
」
か
ら
の
引
用
と
す
る
の
が
根
拠
で
あ
る
が
、
「
孫
真
人
丹
経
』

は
年
代
か
ら
い
っ
て
も
書
誌
学
的
に
は
孫
思
遡
の
著
述
と
は
認
め
が
た

い
。
ま
た
同
じ
く
『
正
統
道
蔵
」
洞
神
部
衆
術
類
所
収
「
鉛
耒
甲
庚
至

宝
集
成
」
の
太
上
聖
祖
金
丹
秘
訣
に
含
ま
れ
る
伏
火
響
石
法
に
同
類
（
皀

角
子
を
馬
兜
鈴
に
か
え
る
）
の
処
方
が
あ
り
、
こ
の
害
の
成
立
を
元
和
三

年
（
八
○
八
）
と
断
定
し
、
火
薬
発
見
の
年
次
に
比
定
す
る
む
き
も
あ
る

が
、
成
害
年
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
り
、
爆
燃
性
の
認
識
に
つ
い
て
も

疑
問
が
残
る
。

と
は
い
え
こ
の
煉
丹
法
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
必
然
的
に
ま
も

な
く
爆
燃
の
危
険
性
は
認
識
さ
れ
た
。
同
じ
く
『
正
統
道
蔵
」
洞
神
部

衆
術
類
所
収
「
真
元
妙
道
要
略
」
の
「
硫
黄
・
雄
黄
を
以
て
硝
石
丼
び

に
蜜
と
合
し
、
こ
れ
を
焼
け
ば
焔
起
き
、
手
・
面
を
焼
き
、
及
び
屋
舎

や
き
つ
く

を
壗
す
も
の
あ
り
」
と
い
う
の
が
ま
さ
し
く
そ
れ
で
、
煉
丹
実
験
中
に

爆
燃
を
起
こ
し
、
手
や
顔
面
に
火
傷
を
負
い
、
家
を
焼
い
た
の
で
あ
る
。

「
真
元
妙
道
要
略
」
の
成
立
年
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ニ
ー
ダ
ム
は
こ

の
害
の
成
立
を
九
世
紀
半
ば
と
し
、
火
薬
の
出
現
期
と
み
な
し
て
い

ブ
（
》
Ｏ

本
来
医
薬
目
的
で
あ
っ
た
爆
燃
性
の
複
合
薬
物
処
方
を
真
の
火
薬
と
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し
て
兵
器
に
利
用
し
た
最
古
の
記
載
は
、
北
宋
・
曽
公
亮
ら
奉
勅
撰
の

「
武
経
総
要
』
（
一
○
四
五
年
成
）
で
、
「
火
薬
」
の
語
も
同
書
か
ら
使
わ
れ

始
め
た
も
の
で
あ
る
。
『
武
経
総
要
」
に
は
三
種
の
火
薬
の
製
法
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
北
宋
軍
の
使
用
し
た
火
器
は
紙
や
竹
で
包
ま

れ
た
火
毬
が
激
燃
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

金
軍
は
北
宋
軍
の
火
毬
に
改
良
を
加
え
、
鉄
製
の
壺
に
封
じ
た
「
鉄

火
砲
」
や
、
さ
ら
に
爆
発
性
を
強
力
に
し
た
破
裂
・
焼
夷
弾
の
「
震
天

雷
」
、
或
い
は
火
焔
放
射
器
と
い
う
べ
き
「
飛
火
槍
」
な
ど
を
開
発
し
て

い
っ
た
。
蒙
古
軍
や
元
軍
も
こ
れ
に
類
し
た
火
砲
を
さ
か
ん
に
使
用
し

た
。
元
冠
、
文
永
の
役
（
一
二
七
四
年
）
の
際
、
博
多
で
元
軍
が
用
い
、

「
て
っ
は
う
（
鉄
砲
）
」
と
称
さ
れ
た
火
器
も
そ
の
類
で
あ
る
。

次
に
火
薬
は
そ
れ
自
体
が
爆
裂
す
る
火
器
か
ら
、
弾
丸
を
飛
ば
す
発

射
薬
と
し
て
の
機
能
が
注
目
さ
れ
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に

な
る
。
発
射
火
薬
の
原
始
は
南
宋
一
二
五
九
年
に
作
ら
れ
た
「
突
火
槍
」

で
、
巨
竹
の
中
に
子
棄
（
散
弾
）
を
入
れ
、
轟
音
と
と
も
に
発
出
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
発
射
火
薬
を
用
い
た
本
格
的
な
金
属
製
火
砲
は
元
後

期
に
登
場
し
た
。

火
薬
は
蒙
古
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
遠
征
に
よ
っ
て
西
伝
し
、
改
良
さ
れ
、

西
洋
の
近
代
化
を
促
し
た
。
日
本
へ
は
西
洋
経
由
以
前
に
中
国
か
ら
火

薬
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
頃
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
に
よ
っ
て
種
子
島
銃
が
伝
来
し
、
急
速
に
普
及
し
た
。
黒
色
火
薬

は
硝
石
が
七
割
五
分
、
残
り
を
硫
黄
・
木
炭
で
等
分
に
配
合
す
る
の
が

最
強
と
さ
れ
た
。
（
平
成
十
二
年
五
川
例
会
）

『
江
戸
の
藺
方
医
学
事
始
阿
藺
陀
通
詞

吉
雄
幸
左
衛
門
耕
牛
」

日
藺
交
流
四
百
周
年
の
昨
年
、
片
桐
一
男
氏
が
慶
祝
の
気
持
を
込
め

て
刊
行
さ
れ
た
著
書
の
う
ち
の
一
冊
が
本
書
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

の
研
究
に
長
年
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

の
著
者
が
、
そ
の
副
題
に
見
る
よ
う
に
、
持
駒
の
一
つ
で
あ
る
吉
雄
幸

左
衛
門
耕
牛
に
つ
い
て
、
穂
蓄
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
は
、
吉
宗
の
世
に
長
崎
で
生
ま
れ
た
吉
雄
幸
左
衛
門
耕
牛

を
大
き
な
縦
の
柱
と
し
て
、
そ
れ
と
交
叉
す
る
人
物
、
事
件
、
物
等
を

横
軸
に
、
そ
れ
ら
を
互
い
に
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
長
年
の
ご
研
究
を
披

露
さ
れ
、
興
味
深
い
展
開
を
く
り
広
げ
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
こ
と
を
ま
と
め
と
し
て
し
め
括
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
語
り
口
は

分
か
り
易
く
、
か
つ
謎
解
き
の
よ
う
な
展
開
に
誘
わ
れ
て
、
読
者
は
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
に
読
み
進
ん
で
い
く
と
い
う
運
び
で
あ
る
。
こ
れ
は

著
者
が
、
史
実
に
対
し
て
常
に
多
く
の
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
そ
れ
ら
を

長
年
温
め
な
が
ら
、
多
く
の
資
料
や
研
究
か
ら
丹
念
に
解
決
し
て
い
く

方
法
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
。

本
書
は
大
き
く
分
け
て
、
吉
雄
幸
左
衛
門
耕
牛
の
生
い
立
ち
と
そ
の

家
系
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
か
ら
教
授
さ
れ
た
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
の
普
及
と

詫
劣
諜
紹
介
詫
糸
弗
糸
糸
去
詫
失
失
劣
失
夫
茨
監
夫
糸
夫
夫

片
桐
一
男
著


